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１
０
０
キ
ロ
ま
で
を
６
０
０
円
の
2
区

分
に
す
る
も
の
。

【

人

事

案

件

】

▼　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
人
権
擁
護
委
員
の
津
久
井
淑
惠
氏

が
退
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
任
と
し

て
、
鳥
宮
彰
子
氏
（
茂
岩
本
町
）
を
候

補
者
と
し
て
推
薦
し
た
い
旨
の
諮
問
が

さ
れ
た
。

　

適
任
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。

▼　

豊
頃
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

現
教
育
委
員
の
櫻
井
康
雄
氏
が
退
任

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
田
頭
保
氏

（
湧
洞
）
を
任
命
す
る
も
の
。

　

原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

▼　

豊
頃
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

　

現
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
𠮷
村
和
敏
氏
（
北
栄
）
及
び
熊
野
幸
雄

氏
（
茂
岩
栄
町
）
を
再
度
選
任
す
る
も
の
。

　

原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

▼　

豊
頃
町
国
民
保
護
計
画
の
変
更

　

平
成
19
年
３
月
に
策
定
さ
れ
、
平
成

24
年
９
月
に
一
部
変
更
さ
れ
た
本
計
画

に
お
い
て
、
記
載
事
項
の
変
更
が
必
要

と
な
り
、
計
画
の
一
部
を
変
更
し
た
こ

と
が
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。

主
な
審
議
内
容

令
和
４
年
度
補
正
予
算 

石
田
議
員

石
田
議
員　

何
台
分
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
導
入
す
る
の
か
。
ま

た
導
入
に
よ
っ
て
公
用
車
の
装
着
率

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

23
台
分
の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、

今
回
の
整
備
に
よ
っ
て
、
全
て
の

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
装

着
さ
れ
る
。

石
田
議
員

石
田
議
員　

保
健
セ
ン
タ
ー
エ
ア

コ
ン
設
置
を
取
り
や
め
た
理
由
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
執
務
を
し
て
い

た
健
康
係
の
職
員
が
、
業
務
の
効

率
化
の
た
め
役
場
庁
舎
内
に
移
動
し
た

こ
と
に
よ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
室
・

プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
。

小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　

今
年
度
長
節
湖
キ

ャ
ン
プ
場
及
び
は
る
に
れ
休
憩
所
に

設
置
し
た
、
移
動
組
立
式
ド
ー
ム
ハ

ウ
ス
の
利
用
状
況
は
。
ま
た
評
判
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

長
節
湖
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
開
設
期
間
に
設
置
し
、
17

件
（
1
日
利
用
16
件
、
半
日
利
用
1
件
）

の
利
用
が
あ
っ
た
。
は
る
に
れ
休
憩
所

横
に
設
置
し
た
際
は
、
3
件
（
時
間
貸

し
）
の
利
用
が
あ
っ
た
。
10
月
30
日
に

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

約
50
人
が
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
の
声
と
し
て
は
概
ね
好

評
で
あ
っ
た
が
、
は
る
に
れ
休
憩
所
横

に
設
置
の
際
は
、
寒
い
と
の
声
も
あ
っ

た
の
で
、
今
後
の
利
活
用
の
参
考
と
し

た
い
。大

崎
議
員

大
崎
議
員　

移
動
式
ド
ー
ム
ハ
ウ

ス
の
今
後
の
利
用
等
に
つ
い
て
は
。

町
の
観
光
名
所
や
景
観
の
良
い
と

こ
ろ
へ
の
設
置
、
冬
期
間
の
利
用

等
、
町
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
含

め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石
田
議
員

石
田
議
員　

豊
頃
中
学
校
改
築
工

事
（
建
築
主
体
工
事
）
の
増
額
補
正

理
由
は
。

円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ

り
資
材
価
格
が
急
激
に
高
騰
し
て

い
る
。
長
期
の
建
設
工
事
の
場
合
は
、

工
期
中
の
物
価
水
準
の
変
動
等
に
よ
り

請
負
金
額
が
不
適
当
と
な
っ
た
場
合
は
、

契
約
に
基
づ
き
請
負
代
金
の
変
更
請
求

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
工
材
類
や
燃
油

等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
代
金
の
変
更

請
求
が
あ
り
、
増
額
見
込
み
の
金
額
を

補
正
予
算
に
計
上
し
た
も
の
。

〇物価高における農畜産物の適正な価格形成と農業経営の
存続に向けた需給改善対策等の強化に関する意見書

　産業厚生常任委員会にて審議した意見書案が、坂口尚示

委員長から提案説明され、原案どおり可決、関係省庁・機

関に提出されました。

提案説明する坂口尚示委員長

意　見　書

Ｑ　

余
市
町
の
中
学
校
が
実

施
し
た
修
学
旅
行
に
お
い

て
、
要
保
護
・
準
要
保
護

な
ど
の
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
生
徒
に
「
全
国
旅

行
支
援
事
業
」
の
ク
ー
ポ

ン
券
が
配
布
さ
れ
な
い
事

案
が
発
生
し
た
が
、
本
町

に
お
け
る
教
育
行
政
と
し

て
の
見
解
は
。

Ａ　

中
川
教
育
長

　

本
町
は
、
中
学
生
が
4
月
、

小
学
生
が
9
月
に
修
学
旅
行

を
実
施
し
て
い
る
。
国
の
全

国
旅
行
支
援
に
つ
い
て
は
10

月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
の
た

め
、
本
町
で
は
今
回
の
よ
う

な
案
件
は
発
生
し
て
い
な
い
。

岩井　明 議員

　

今
回
の
件
は
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
児
童
生
徒
が
特
定
さ
れ
、
支
援
を
受

け
て
い
る
児
童
生
徒
の
差
別
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
、
そ
し
て
子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
る
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
町
内
小
中
学
校

と
の
情
報
共
有
や
連
携
を
密
に
行
い
、

様
々
な
学
校
活
動
の
場
面
に
お
い
て
、

個
人
情
報
の
管
理
及
び
、
児
童
生
徒
へ

の
配
慮
を
第
一
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

Ｑ　

豊
頃
町
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

難
民
の
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　

按
田
町
長

　

一
般
的
な
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用

し
て
い
る
方
々
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
町
で
は
把
握
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
か
ら
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
敷
設
整
備
を
実
施
し

て
お
り
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
の
家
庭
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
可

能
な
状
態
で
あ
る
。

Ｑ　

ネ
ッ
ト
難
民
に
対
し
、
災
害
情
報

や
町
の
行
政
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に

詳
し
く
伝
え
る
の
か
。

Ａ　

按
田
町
長

　

防
災
情
報
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線

11
局
と
個
別
受
信
機
を
配
布
し
対
応
し

て
い
る
。
町
の
行
政
情
報
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
誌
に
て
月
に
一
度
町
民
に
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
必
要
な

情
報
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
長
を
通
じ

て
回
覧
や
文
書
配
布
等
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。

Ｑ　

町
民
に
は
、
広
報
で
町
の
情
報
を

伝
え
て
い
る
が
、
紙
だ
と
経
費
が
掛

か
る
。
ネ
ッ
ト
難
民
に
対
し
、
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
を
広
く
示
す
た
め
の
方

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

按
田
町
長

　

広
報
誌
の
役
割
は
、
町
民
に
行
政
施

策
や
防
災
、
社
会
生
活
情
報
な
ど
を
正

し
く
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
は

月
に
一
度
の
発
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

迅
速
に
情
報
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活

用
し
、
個
人
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
情
報
を
取
得
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

国
及
び
道
が
目
標
と
し

て
い
る
政
策
に
対
す
る
本

町
で
の
具
体
的
施
策
等
に

関
し
て
の
方
向
性
は
。

Ａ　

按
田
町
長

　

国
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
、
２
０
５
０
年
度

に
は
実
質
ゼ
ロ
状
態
で
あ
る

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
ご
み
の
分
別
収
集

に
よ
る
資
源
の
循
環
や
、
家
庭
ご
み
の

排
出
削
減
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

職
員
の
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
実
施
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
調
査
の
結

果
を
精
査
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
基

に
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
考
え
方
を

示
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

具
体
的
な
方
針
は
い
つ
ま
で
に
決

定
す
る
の
か
。
ま
た
体
制
の
構
築
は
。

Ａ　

按
田
町
長

　

来
年
度
内
に
は
方
向
性
、
計
画
性
を

示
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

修学旅行に係わる「旅行支援」制度
� からの「排除」問題について

ネット難民について

温室効果ガス実質ゼロ
� 実現の取組について

大崎 英樹 議員

杉野 好行 議員

広
報
と
よ
こ
ろ

社
協
だ
よ
り

▽
社
協
だ
よ
り
「
く
ま
モ
ン
が
き
た
ぁ
～
!!
」

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
社
協
会
費
納
入
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
主
な
審
議
内
容

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


